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別荘地域に転居した高齢者の精神健康と

その関連要因に関する研究
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目的　別荘地域に転居した高齢者の精神健康とその関連要因を，同じ自治体内の別荘地域以外に

居住する高齢者との比較を通じて検討した。具体的には1.精神健康を含めた特性を把握す

ること，2.精神健康に関連する要因の特徴を把握すること，3.精神健康の水準が別荘地域

以外に居住する高齢者と異なる場合，その差がどのような要因によって生じたのか検討する

こと，4.転居者のみを対象に転居の理由および転居意志が精神健康におよぼす影響を検討

すること，の4つを設定した。

方法　分析対象者は静岡県伊東市の別荘地区に転居した65歳以上の者193人（別荘群）と別荘地

区以外に居住する65歳以上の者242人（対照群）であった。精神健康についてはGeriatric

Depression Scale（GDS）およびLife SatisfactionIndex A（LSIA）を用いた。関連要因として

「生活環境評価（住居，自然環境，防犯性，利便性）」，「インフォーマルな社会的支援」，「社

会活動性（就労，社会参加，レクリエーション活動）」，「身体健康（日常生活動作能力）」，「経

済状況」を設定した。さらに別荘群のみを対象に「転居理由（転居前の生活環境への不満，

転居先の生活環境に対する期待）」，「転居意志」を設定した。

結果　1.　別荘群は対照群と比較して精神健康，日常生活動作能力，経済状況，住居評価および

自然環境評価が有意に良好であったが，社会的支援の受領量は有意に少なかった。

2.　別荘群のみ防犯性評価，利便性評価，社会参加，レクリエーション活動と精神健康と

の有意な関連がみられた。

3.　両群の精神健康の差を日常生活動作能力，経済状況，住居評価の差が説明していた。

4.　転居理由が直接的に，また転居意志を介して間接的に精神健康に影響していた。

結論　本研究では1.転居者の方が精神健康が良好であること，2.精神健康の関連要因として，

転居者の方が生活環境評価，社会活動性の比重が高いこと，3.転居者の方が精神健康が良

好だったことには日常生活動作能力，経済状況，住居評価が高いことが関連していること，

4.転居理由・意志といった転居の背景要因が転居者の精神健康に影響していたこと，が明

らかになった。
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